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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀の金融政策が継続され、企業収益は引き

続き堅調に推移し、雇用環境の改善も見られ、緩やかな回復基調が続きました。しかしながら、米国や欧州の政治動

向、アジア・中東情勢等の地政学リスクなど海外経済の不確実性により、先行き不透明な状況で推移しました。

このような経営環境の下、当フジボウグループは、中期経営計画『加速17-20』において計画期間の前半２年間を拡

大に向けての「変革の加速」ステージと位置付け、基本戦略である「収益性の高い研磨材・化学工業品事業の積極的

な拡大」のための基盤創りと、「繊維事業の構造改革による反転攻勢」に取り組んでおります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期比1,693百万円(16.0％)減収の8,913百万円、営業利益は

1,204百万円(53.4％)減益の1,053百万円、経常利益は1,098百万円(46.9％)減益の1,243百万円となりました。これに

特別損益を加減し、法人税等を差し引いた結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比819百万円(50.4

％)減益の805百万円となりました。

セグメント別の業績は以下の通りであります。

①研磨材事業

主力の超精密加工用研磨材は、シリコンウエハー用途および半導体デバイス用途（ＣＭＰ）は通信用途を中心と

した好調な半導体需要を受け拡大しました。ハードディスク用途も堅調に推移しました。液晶ガラス用途は引き続

きパネル在庫調整により減少し、一般工業用途はユーザーのモデルチェンジに伴う需要期が終了し、大幅に減少し

ました。

この結果、売上高は前年同期比1,704百万円減収の2,598百万円、営業利益は1,462百万円減益の585百万円となり

ました。

②化学工業品事業

機能化学品および医薬中間体などの受託製造は、農薬中間体を中心に安定生産を継続することができたものの、

一部機能性材料ユーザーからの受注が減少しフル稼働には至りませんでした。

この結果、売上高は前年同期比259百万円減収の2,197百万円、営業利益は51百万円減益の104百万円となりまし

た。

③繊維事業

繊維事業は、インターネットなど新規チャネルや「Ｂ.Ｖ.Ｄ.」ブランドのレディス商品の販売が拡大し、ＯＥＭ

製品・共同開発商品が堅調に推移しました。また、百貨店向け商品を中心に、前期に大幅な在庫内容の改善を完了

したことで、季節商品返品のための物流費用の低減など総合的なコストダウンにつながり、採算性が大幅に改善し

ました。

この結果、売上高は前年同期比173百万円増収の3,203百万円、営業利益は297百万円増益の316百万円となりまし

た。

④その他

アジアから中南米への輸出をメインとする貿易部門では、車両・タイヤなど自動車関連は前年並みで推移しまし

たが、天井扇など機械類の輸出は回復傾向となりました。化成品部門は、デジタルカメラ用部品および医療機器用

部品が堅調に推移し、自動車用部品も採算が改善しました。

この結果、売上高は前年同期比96百万円増収の914百万円、営業利益は13百万円増益の47百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

流動資産は前連結会計年度末に比べて3,903百万円減少の19,452百万円となりました。これは、たな卸資産などが

増加しましたが、法人税や配当金の支払などに伴い現金及び預金が減少したことによります。固定資産は前連結会

計年度末に比べて702百万円増加の27,391百万円となりました。これは、主として設備投資に伴い有形固定資産が増

加したことによります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて3,201百万円減少の46,843百万円となりました。

(負債)

流動負債は前連結会計年度末に比べて3,043百万円減少の9,348百万円となりました。これは、短期借入金や未払

法人税等が減少したことなどによります。固定負債は前連結会計年度末に比べて82百万円減少の7,420百万円となり

ました。これは、主として長期借入金の返済によるものです。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて3,126百万円減少の16,768百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は前連結会計年度末に比べて75百万円減少し、30,074百万円となりました。これは、親会社株主に帰

属する四半期純利益の計上による増加が805百万円ありましたが、剰余金の配当による減少が1,029百万円あったこ

となどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの業績は、全体としては概ね予想通りで推移しており、第２四半期累計期間および通期の業績予想に

つきましては平成29年５月12日公表時から変更しておりません。 なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づい

ておりますが、実際の数値は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,734 4,966

受取手形及び売掛金 8,860 8,558

商品及び製品 2,243 2,100

仕掛品 1,816 2,067

原材料及び貯蔵品 975 1,064

その他 746 714

貸倒引当金 △20 △19

流動資産合計 23,355 19,452

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,671 6,053

機械装置及び運搬具（純額） 5,323 5,500

土地 11,985 11,978

その他（純額） 618 675

有形固定資産合計 23,598 24,207

無形固定資産 403 384

投資その他の資産

その他 2,687 2,800

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 2,686 2,799

固定資産合計 26,688 27,391

資産合計 50,044 46,843
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,457 4,129

電子記録債務 414 553

短期借入金 2,301 378

未払法人税等 1,163 108

引当金 763 380

資産除去債務 13 13

その他 3,277 3,783

流動負債合計 12,392 9,348

固定負債

長期借入金 316 245

退職給付に係る負債 4,900 4,864

資産除去債務 237 238

その他 2,049 2,071

固定負債合計 7,502 7,420

負債合計 19,895 16,768

純資産の部

株主資本

資本金 6,673 6,673

資本剰余金 2,174 2,174

利益剰余金 19,750 19,528

自己株式 △569 △569

株主資本合計 28,028 27,806

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 739 833

繰延ヘッジ損益 △7 △0

土地再評価差額金 1,274 1,272

為替換算調整勘定 176 212

退職給付に係る調整累計額 △62 △50

その他の包括利益累計額合計 2,120 2,267

非支配株主持分 0 0

純資産合計 30,149 30,074

負債純資産合計 50,044 46,843
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 10,606 8,913

売上原価 6,258 5,734

売上総利益 4,348 3,179

販売費及び一般管理費 2,090 2,126

営業利益 2,257 1,053

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 22 23

固定資産賃貸料 57 58

補助金収入 30 135

その他 17 7

営業外収益合計 129 226

営業外費用

支払利息 6 3

固定資産賃貸費用 18 17

コミットメントフィー 8 8

その他 11 6

営業外費用合計 45 36

経常利益 2,342 1,243

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 ― 4

特別利益合計 0 4

特別損失

固定資産処分損 9 28

減損損失 9 9

関係会社清算損 ― 41

その他 15 1

特別損失合計 34 81

税金等調整前四半期純利益 2,307 1,167

法人税、住民税及び事業税 593 171

法人税等調整額 88 189

法人税等合計 682 361

四半期純利益 1,624 805

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,624 805
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 1,624 805

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △205 93

繰延ヘッジ損益 △6 6

為替換算調整勘定 △72 35

退職給付に係る調整額 12 12

その他の包括利益合計 △271 148

四半期包括利益 1,353 954

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,353 954

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

原価差異の繰延処理

定期的な修繕が特定の四半期に行われるために発生する原価差異は、予定原価が年間を基礎に設定されており、

原価計算期間末までに解消が見込まれるため、当該原価差異を繰り延べて処理する方法を採用しております。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

研磨材
事業

化学
工業品
事業

繊維事業 計

売上高

外部顧客への売上高 4,303 2,456 3,029 9,788 818 10,606 ― 10,606

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2 ― 0 2 0 2 △2 ―

計 4,305 2,456 3,029 9,790 818 10,609 △2 10,606

セグメント利益 2,048 155 19 2,223 33 2,256 0 2,257

（注） １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車関連事業、化成品事業お

よび精製事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去が含まれております。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントに配分していない全社資産において、保有会社における利用計画がなく時価も下落してい

る固定資産について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として認識しました。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては９百万円であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

研磨材
事業

化学
工業品
事業

繊維事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,598 2,197 3,203 7,999 914 8,913 ― 8,913

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 ― 0 2 ― 2 △2 ―

計 2,600 2,197 3,204 8,001 914 8,916 △2 8,913

セグメント利益 585 104 316 1,006 47 1,053 △0 1,053

（注） １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車関連事業、化成品事業お

よび精製事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去が含まれております。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントに配分していない全社資産において、保有会社における利用計画がなく時価も下落してい

る固定資産について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として認識しました。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては９百万円であります。
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